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Andre Gideはその小説や回想録のなかで、直接あるいは間接に、しばしば
Bourgogne号の難破事件について物語った。一杯になった救命ボートの占有
者たちにとって、自分たちがかろうじて生き残るためには、あとから乗り移ろ
うとする瀕死の人びとを、無残にも水中へつき落すほかはなかったのである。
Gideにとってこの事件は、自己の特権的な地位を象徴するものであった。つ
まり、物質的に恵まれた安楽な生活が、全世界のみじめな人閻集団を犠牲にし
て築かれていると考えるとき、 Gideはいたたまらない思いがするのであった。
あの難破事件で、はからずも生命をとりとめた一水夫の言葉を聞いた彼は、
Ce soir je prends en honte la barque, et de m'y sentir a I'abri, <1>と
叫ばざるを得なかったのである。その後再度この事件に言及したときにも、彼
は次のように語っている。 Cequi m'a fait venir au commuisme, et de 
tout mon coeur, c'est que la situation qui m'etait faite dans ce monde, 
cette situation de / avorise, me paraissait intolerable. (2> Gide個人の
裕福な生活環境は、下層階級の不遇な状態と決して無縁なものではあり得ない
という確信が、少年時代から彼に根強くつきまとっていて、社会の不平等に対
する彼の自覚をうながしていたのである。北アフリカにおける詩的散策の物語
のなかにさえも、他人の苦境に対するブルジョア青年の純粋な自省の気持がに
註 (1) Souvenirs de la Cour d'assises, OC, (ffiuvres Completes d'Andre 
Gide) VII p. 73 
(2) Andre Gide et notre temps. p. 61 
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じみ出ている。たとえば ~Amyntas► の次の一節も、その一つのあらわれで
ある。 Qu'ilferait bon, s'il n'etait tant de pauvres sur la terre, y deviser 
sans bruit, avec quelques amis, ce matin. <3l このような社会悪に対する
Gideの知覚は、さまざまな外的事件に影響されたり、 Dostoievskyの偉大さ
を発見したりすることによって、次第に激烈の度を増し、共産主義を支持する
におよんで最高頂に達するが、いくつかの事実を中心に、その推移の過程をい
ささか分析してみることが当面の課題である。 そして、 ~Les Cahiers d' 
Andrも Walter► の背景をなす、 あの閉塞的な protestantismeから、それ
とは全く異質な共産主義への大転換が行われたことを考えるとき、まず第一に、
神に対する Gideの態度が検討されなければならない。つまりそれは、彼がど
のような形で神と人間とを関係づけようとしたかの問題である。
青春時代に Gideが宗教に対して抱いていた基本的な態度は、 catholique 
や protestantの教会や、その信者たちによって加えられた歪曲から、宗教を
擁護するためにたえざる情熱を傾けることであった。ついに彼は、かってキリ
ストの言葉のなかに読んだ人間的な託宣を保持し永続させるために、キリスト
教の教義を放棄した。この託宣とそこに含まれる解放への暗示を反彿するにつ
れて、彼は Etant autref ois sans loi, je vivais. <4iという言葉によって代
表される、 あの清純無垢な状態 (secondeinnocence)に対するノスタルジ一
に躯られるのであった。そして、教会や非人間的な造物主からキリストを分離
し、われわれの社会におけるキリスト教の失態と、それが個人に与える危険性
を指摘したのである。
その ~Le Dialogue avec Andrも Gide► のなかで Ressusciterunもden
c・est, aux yeux de Gide, le seul moyen de donner raison a Dieu, 
d'eviter la faillite de son reuve• • • • (5)と述べた CharlesDu Bosは、さら
に次のように附言している。Cesentiment de l'eden• • • • ilest non point tant 
(3) Le Renoncement au voyage. OC, IV p. 304 
(4) Andre Gide : Journal. (ed. Pleiade) p. 589 
(5) Charles Du Bos : La Dialogue avec Andre Gide. p. 58 
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nostalgie de l'eden perdu, qu'espoir, que besoin d'unもdenressuscitも(6)
Gide は ~Les Nourritures terrestres► ゃ ~Numquid et tu? ► において、
地上の楽園に対する憧憬を表明した。前者のなかでは、 Leplus petit instant 
de vie est plus fort que la mort, et la vie. <7) と述べて、生命のあらゆる
瞬間における＜現在＞を讃美した。後者のなかでは、抒情的な言葉のうちに
楽園の状態に対する烈しいノスタルジーが示されている。 Oh!parvenir a cet 
もtatde seconde innocence, a ce ravissement pur et riant. <8) すなわち
彼自身 Lavie eternelle n'est pas seulement a venir. Elle est des a 
present toute presente en nous. (9) と明言しているように、 Gideはキリス
トの言葉を自己流に解釈しながら、地上的な時間を永遠なものに再構成したの
である。さらに彼は次のようにも述べている。Etnunc・ ・ ・ C'est dans l'もter-
nitもquedes a present il faut vivre. Et c'est des a present qu'il faut 
vivre dans l'eternitも (10) そして、この ~Numquid et tu?► の結論的な部
分には、 Lavieもternellen'a rien de futur : ce n'est point par dela la 
mort qu'elle nous attend : et meme il n'ya aucun espoir, si nous n'y 
parvenons pas aussitot, que nous puissions jamais y atteindre. <1>と記
されている。地上的な時間と永遠との混合は、霊魂の不滅を否定することと同
じものである。 DuBosの言葉が理解されるのもこの意味においてである。地
上の楽園を再建しようとする Gideの希望は、来世的な補償を全面的に否定し
去ることを前提として生れたのである。 こう考えるとき、彼が Dostoievsky
のなかに発見し、賞讃を惜しまなかった次のようなアフオリスムも、はじめて
生彩を帯びてくるといえよう。 Ine faut gacher sa vie pour aucun but. <12) 
(6) Charles Du Bos: La Dialogue avec Andre Gide. p. 117 
(7) Les Nourritures terrestres. 0 C, I p. 74 
(8) Andre Gide : Journal. p. 589 
(9) ibid. p. 591 
(10) ibid. p. 591 
(11) ibid p. 604 
112) Dosto1evsky. OC, XI p. 162 
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つまり AndreGideによって示された熱烈な宗教上の命題は、共産主義への
参加を意志した時期に、情熱的な確信をもって表明された革命的な態度と結び
つくものである。
A tous les -deshもritもs, les courbes sous un joug et charges, les 
assoiffes, les meurtris, les dolents, I'assurance d'une survie compen -
satoire ! Si chimもriquequ'elle soit, oserez-vous leur-enlever cette 
espもranee?Oui, si c'est pour leur dire : d蕊 "ici-bas". Laissez-leur la 
vieもternelle,ou donnez-leur la revolution. 
Ou plut6t : enlever la vie eternelle, vous aurez la revolution. <13l 
ここに見られる革命への志向は、キリストの言葉に対する Gide的な解釈に
由来するものである。青年 Gideが福音書から学びとった教訓が、もっぱら一
個人の解放を示唆するにとどまったとすれば、その後40年を経て、この同じ教
訓はさらに広汎な社会的な広がりを附与されたことになる。 J e sens dans l' 
enseignement du Christ autant de force emancipatrice que dans celui 
de Nietzsche.:・・・ ・autant d'abnegation et de joie. Que dis-je autant? 
J 'en decouvre davantage encore• • • • <14> Gideにとってキリストは、解放だ
けでなく歓喜をも示すものであった。つまり、それなしには一切の忍苦も徒労
に思えるほどの歓喜である。 Tout chretien qui ne parvient pas a lajoie 
rend la passion du Christ inutile, et par cela meme I'aggrave. <16>瞬
間が永遠の意味をもつような、歓喜に満ち溢れた地上の天国に対する Gideの
ノスタルジーは、本質的に保守的な教会の意向とは真向うから対立する革命的
な立場に通じるものである。
キリストを自己の領域に引き入れることによって、 Gideは教会からキリス
トを分離したのである。彼はその著作のなかで、キリストの言葉をたえず教会
の教義に対立させた。 1914 年には ~Le Christianisme contre le Christ► 
(13) Andre Gide: Journal. p. 1234~1235 
(14) ibid. p. 1282 
(15) ibid. p. 601 
(138) 
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と題する書物を書こうとさえしていたのである。その代りに1916年には、周囲
の苦悩と混乱に躯り立てられて、 <Numquidet tu?► の前身である覚え書を
記しはじめた。この書物は彼の宗教的熱望の頂点を示すものではあるが、やは
りSaintPaulに対する平素からの憎悪が姿を消しているわけではない。そし
て、 <Avant-Propos de I'Edition de 1926► における婉曲な表現にもかか
わらず、 Gideはなおもキリストの言葉から教会の教義を引き離している。
Les paroles du Chrst sont divinement lumineuses et il n'a pas fallu 
moins de toute l'ingeniosite des hom'mes pour en tenir ou pour en 
modifier la signification evidente. <16>宗教的情熱の最高頂にあったときで
さえも、彼は依然としてキリストとキリスト教徒とを分離せずにはおかなかっ
たのである。
Andre Gideは教会を放棄したばかりでなく、キリストの名において造物主
たる神の神性をも否定した。崇高な神のなかに含まれた虚偽に対する暗示は、
最初のアフリカ旅行以来、折にふれて彼の作品中に示されているところである
が、 1929 年の <Journal► において、彼ははじめて信仰上の誤差を明らかに
した。(17) 次の一節には、このようなキリストと神との格差が詳しく述べられ
ている。
I ne peut @tre question de deux Dieux. Mais je me garde, sous 
ce nom de Dieu, de confondre deux choses tr蕊 differentes; differentes 
jusqu'a s'opposer : D'une part l'ensemble du Cosmos et des lois 
naturelles qui le regissent ; matier;es et forces, energies; cela c'est le 
cote Zeus : et・l'on peut bien appeler cela Dieu, mais c'est en enlevant 
a ce mot toute signification personnelle et morale. D'autre part le 
faisceau de tous les efforts humains vers le bien, vers le beau, la 
lente maitrisation de ces forces brutales et leur mise en service pour 
(16) Andre Gide: Journal. p. 604 
(17) ibid. p. 905 Dieu=nature; Christ=surnature. 
(139) 
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realiser le bien et le beau sur la terre: ceci, c'est le cote Promethee; 
et c'est le cote Christ aussi bien; c'est I'epanouissement de l'homme,. 
et toutes les vertus y concourent. Mais ce Dieu n'habite nullement la 
nature; i n'existe que dans l'homme et par l'homme; i est cree par 
I'homme, OU, si vous preferez, c'est a travers I'homme qu'ii se cree; 
et tout effort reste vain, pour l'exterioriser par la priere. us> 
キリストやプロメテは超自然的な人間の優越性を代表している。 それは
Pascalのいわゆる 'roseaupensant'の思想に相通じるものであるが、
Gideにとっては、人間は意識的であり得るばかりでなく、 自然の盲目的な力
を統理することもできるという点に、 PascalとGideとの唯一の差異が認め
られる。人間の子は造物主の犠牲である。それは人間性が自然の力によって押
しつぶされているからてある。 Le Dieu des forces naturelles n'a pas 
d'oreilles et reste indifferent aux souffrances humaines, soit en atta -
chant Promethee sur le Caucase, soit en clouant le Christ en croix. <19> 
彼等の自発的な殉教精神は、人間性の改良に対する＜個人＞の犠牲を象徴し
ている。 Gideは人間が自然の力を越えた、また、 彼等のなかに存在する悪を
越えた、さらには人間みずからをも超越した、いわゆる全能の統御力を獲得す
ることによって、人間自身の深奥にキリストを実現するために努力を傾けてい
るのである。神は人間のなかにある。あるいはたんに Dieu,c'est vertu, c20) 
と呼ばれる存在である。 AndreGideはキリストを神や教会から分離し、どの
ような人間こそ、いかなる幻覚的な神の恩寵にも依存することなく、自己の存
在理由を発揮し得るかという理想的な一例としてキリストを示そうとしたので
ある。
Gideが教会を告発するもう一つの理由は、 近代社会に奉仕すべき制度とし
(18) Andre Gide : "Dieu, Fils de l'Homme", Pages de Journal. 1939ー1942,
p. 164 
(19) ibid. p. 164~165 
(20) Andre Gide: Journal & Souvenirs. p. 310 
(140) 
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ての教会の失態にある。 1913 年に、 Gide はその ~Journal► のなかでこう
述べている。 Etablirla banqueroute lamentable du christianisme―ceux 
aui ont voulu le pratiquer ont dft se retirer du monde, — le christia・ 
nisme n'a pas su former un monde a l'image du Christ comme ont 
fait le Bouddha ou Mohammed, — montrer que la est la superiorite 
du Christ. Mais le catholicisme a pretendu faire une societe, et n'Y 
arrive qu'en debarquant le Christ. <21>教会とキリストとの根本的な対立は、
キリスト教社会を建設するに際しての、教会の無能力のなかに現れていて、こ
れが 1923 年に書かれた ~L'Avenir de l'Europe► と題する Gideの論文の
主題をなしているのである。(22)ー中国人との会見記の体裁をとっているこの論
文には、かって18世紀の哲学者たちが、異邦の旅行者たちとの架空の対話にお
いて、自己の革命的な思想を風刺的に物語ったことを想い出させるものがある。
その中国人は Gideに向って、 Necroyez-vout pas··• •que tout ce dont 
souffre aujourd'hui l'Europe vient de ce qu'ayant opte pour la ci・
vilisation elle se rallie a une religion qui la nie? <23>というとき、この意
見は Gideの気持を代弁している感がある。中国人はさらに次のようにも語っ
ている。 Cettefelicite que vous reportez dans le ciel, nous la realisons 
sur la terre. <24>そして Gideは結論的に Notremalaise vient, en effet, 
de ce que la religion et la civilisation nous tiraillent en sens contraire, 
et que dans aucun cas nous ne reuss1ssons nen de pur, (25) と述べて、
制度としてのキリスト教を非難した。キリスト教は人間社会を鋳造する計画に
おいて失敗したのである。 Gideによれば、それはキリストの教訓から出発し
たからである。
さらに Gideにしたがえば、キリスト教は近代社会には適応し得ないもので
ある。それは sacremensongeC26>と呼ばれるもののうえに基礎づけられてい
(21) Andre Gide : Journal. p. 394 
(22)(23)(24)(25) OC, XI p. 121~135 
(26) Andre Gide: Journal & Souvenirs. p. 310 
(141) 
16 仏語•仏文学第二号
るからである。つまり、アナクロニスムであり、時代の進歩に対立するもので
ある。(27) そして、質問と解答を置き替えることによって、進歩的な人びとを
失望させているのである。(28) さらにまた、キリスト教はく個人＞にとっても
危険である。というのは、＜個人＞を画ー化し、ただ biensfonciers<20)を残
すことのみに懸命となっているからである。 1904年に Gideはキリスト教劇
の不可能性を表明した。 LeChristianisme s'oppose aux caracteres, pro-
posant a chaque homme un idもalcommun<30> ということがその理由の一
つである。 1911年には Kierkegaardや Micheletからも引用している。
Le nivellement n'est pas de Dieu et tout homme de bien doit 
connaitre des moments ou il est tentもdepleurer sur cette ceuvre de 
desolation. 
• • • •cette politique de nivellemeut qui sert si bien la tyrannie. <31> 
Nathanaelへの最後の歓告が creede toi, impatiemment ou patiemment, 
ah! le plus irrempla~able des etres<32lであったこの解放の詩人 Gideは、
いかなる規範をもってしても、＜個人＞の縮少を受け容れることはできなかっ
たのである。
進歩と自己完成の途上にある近代人を妨げようとするのは教会の行動であっ
て、キリストのそれではない。この点に関しては、彼もまた他の多くの識者た
ちと同様に、教会の影蓉とキリストの教訓とのあいだに差別を設けている。
(27) Andre Gide : Journal. p. 125及び p.226 
(28) ibid. p. 916 : Toute religion, quelle qu'elle soit, dらsqu'elle triomphe 
et s'impose, satisfait !'homme et deconseille tout progres. 
(29) Le Retour de l'enfant prodigue. OC, V p. 14 
(30) OC, IV p. 213 
(31) Anbre Gide : Journal p. 355 最初の paragraphe は ~L'Evolution du 
th斡tre► (OC, IV p. 214) にも引用されている。 ~Nouveaux Pretextes► の
"Journal sans dates"において (p.187)、Gideはこの点に関して catholici-
smeとprotestantismeとの区別を行っている。 Lecatholicisme a pour raison 
d'e~re 、 et pour but la norme et !'unification; le protestantisme, au 
contraire, !'individualisation, et, partant, la diversite. この文章は 1909年
の日付をもつものにちがいない。 (cf.Journal. p. 298) 
(32) Andre Gide : Les Nourritures terrestres. p. 186 
(142) 
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1940年に彼が cetteincomparable ecole d'individualisation, ou chacun 
est plus precieux que tous<33> としてのキリスト教に言及したとき、教会に
よって純化されたキリストの宗教、あるいは自己の青春時代における熱烈な
protestantismeのことを考えていたにちがいない。 さらにもっと早期におい
ても、 ~Litterature et Morale► のなかに同様の思想が述べられている。
L'homme est plus interessant que les hommes ; c'est lui et non pas 
eux que Dieu a fait a son image. Chacun est plus precieux que tous. <34> 
しばらくのあいだ、 Gideの個人主義思想は有形無形のうちに Nietzscheの影
響を受けることが多かった。 それは Menalqueと Philocteteの時代であっ
た。これらは双方とも、権力に対するドイツの夢想家の意志が、 Gide的に人
格化されたものであった。 その時代の偶発的な著作のなかで、 Gideは Nie-
tzsche的な口吻を借りて、ごく稀有の＜超個人＞のために人間の大集団を攻
撃している。 Parpitie, pas d'individualisme ! par pitie pour les individus. 
N'encouragez jamais les grands hommes; et pour les autres: dもcouragez!
decouragez ! , .<35> Gideの態度に見られる変化や矛盾の範囲は一ーもっとも、
この場合は共産主義支持に傾いたあの時期よりも長くはつづかなかったが一
1932 年の ~Journal► の最初の部分に示されている。 Uncommunisme bien 
compris a besoin de favoriser les individu, d'obtenir le meilleur 
rendement de chacun. Et l'individualisme bien compris n'a pas a 
s'opposer a ce qui mettrait tout a sa place et en valeur. <36> 例の有名
なくenracinement>と<deracinement >をめぐる樹木栽培の論争の時代に
は、 Gideは多数の軟弱な人びとに対しては軽蔑だけを感じていた。 Ledera-
cinement peut釦treune ecole de verdu.C37>という彼の主張は、強力なく個
(3) Andre Gide: Journal & Souvenirs. p. 24 
(34) Andre Gide : Journal. p. 93 
(35) Lettres a Angele. OC, II p. 228 
(36) Andre Gide : Journal. p. 1116~1117 
(37) A propos des Deracines. OC, I p. 440 
(143) 
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人＞にのみ適応され得る言葉であった。 弱者に関しては、むしろ Allons!
tans pis ! qu'il s'enracine et que ce soit tant mieux pour lui. <3s>という
べきであった。 Gideは烏合の衆を憎んだ (Jehais la foule)。 そして彼等
を軽蔑した (Mefiez-vousdes foules)。(3)その態度は末人・ (letzteMensch) 
を無視したNietzscheのそれに似ているといえる。そして、幾分ロマンティッ
クに entrefoule de peuple et foule de bourgeois, ma sympathie irait 
plutot vers la premiere. C40>と述べたとき、彼はく群衆＞の名で呼ばれる人
間のあいだにも、社会的な階級の差があることを意識していたのである。こう
考えれば、彼がやがて ~Le Roi Candaule► を公にしなければならなかった
必然性もおのずから理解される。 この作品のなかで彼は、つつましい漁師
Gyg極の素晴しい形姿を創造したのであった。 いずれにしても、世紀の転換
期における Gideの態度は、無差別な人間集団と、それらに最もふさわしい政
治制度に対する強い嫌悪感のなかにはっきりと示されている。…・unetheorie 
qui chercherait a produire le plus grand nombre possible d'individus 
diminuerait chacun pour tous, et tendrait a se rapprocher du socia-
lisme. Tous individus : plus d'individu. <41> 
＜個人＞に関する激しいキリスト教徒的な態度は、芸術家とその職務につい
ての彼の美学観のなかに暗示されている。 Gideが抱いている中心的な美学原
理は、芸術をまえにして芸術家は自己消滅を行うことにある。 1890年に彼は、
Se considerer soi-m~me comme un moyen, done ne jamais se preferer 
au but choisi, a l'reuvre. <42>と述べているが、この原則にしたがえば、創造
者よりも素材が、また、芸術家よりも芸術作品そのものが先決問題となる。そ
の後、 1893 年の ~Journal► につづく ~Feuillets► のなかで、．彼は福音書
の特徴をなす逆説的な価値の転倒は、芸術家の領域にも適用されることを示し
(38) A propos des Deracines. OC, I p. 441 
(39) ibid. p. 197及び p.199 
(40) ibid. p. 212 
(41) ibid. p. 227 
(-!2) Andre Gide : Journal. p. 18 
(144) 
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ている。(43) 同様に、普遍的であろうとする芸術家は、最も偉大な特異性を身
につけるために、不断の努力を重ねるべきである。というのは、 L'idiosyncra-
sie est pretexte a generalit蕊 (44)だからである。
Andre Gideが Nietzsche的な思考力を十分に体得し、やがてはそれを超
越したとき、く個人＞に対する彼の観念は、キリスト教徒的な性格を帯びるに
いたった。換言すれば、 Nietzsche的超人は、 Gideが人間性のために自己を
犠牲にすることを受け入れて、キリストやプロメテの先例にしたがったとき、
彼の心のなかにその最も好ましい姿を完成したのである。はじめて Gideがこ
のことを表明したのは、第一次世界大戦時に遭遇した、いわゆる宗教的危機(45)
のあいだであった。 <(Numquidet tu?► のなかでは次のように述べられてい
る。 C'estdans la negation de soi que bandit et se refugie l'affirmation 
de soi la plus haute. (46)彼はこの教訓のなかに、キリスト教倫理の真の核心
を発見したのである。(47) そして 1919年に彼は、 Lesommet de l'individua -
lisme est dans le sacrifice (mais volontaire) de l'individu. <48>と言明し
て、高度なく個人＞が発揮する犠牲的精神の頑固さを力説した。 Dostoievsky
の作品からも、彼は福音書のなかに見出したのと同じ価値の転倒を発見したの
であった。つまり Dostoievskyは、＜個人＞に関する Gideのキリスト教的
観念を最もよく代弁していたからである。 Lesacrifice volontaire, en pleine 
(43) Andre Gide : Journal. p. 49 .... malheur a quoi songe a sa personna-
lite en ecrivant ; elle apparait toujours assez si elle est sincere et 
c'est en art qu'est vraie egalement la parole du Christ :'Qui veut 
sauver sa vie la perdra'. 
(44) ibid. p. 90 
(45) 拙稿「<LesFaux-Monnayeurs~ の社会性」（関西大学「文学論集」第10巻
7号）参照
(46) Andre Gide : Journal. p. 591 
(47) ibid. p. 594 C'est ici le centre mysterieux de la morale chretienne, 
le secret divin du bonheur : l'individu triomphe dans le renoncement a 
l'individuel. 
(48) Reflexions sur l'Allemagne. OC, IX p. 114 
(145) 
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conscience et libre de toute contraire, le sacrifice de soi-m~me au 
profit de tous, est selon moi l'indice du plus grand developpement de 
la personnalite, de sa superiorite, d'une possession parfaite de soi-
meme, du plus grand libre-arbitre. <49) Gideと同様に Dostievskyもまた、
完全な自己犠牲のなかに神の否定を見たのである (50)。(Gideは Kirilovの人
格を説明するために上記の文章を引用したのである。） Dostoievskyと Gide
の差異は、前者が、人間はみずからのなかに、神の力を借りずにキリスト像を
完成するだけの能力をもっているとは信じなかったが、後者はさらにもっとこ
の点に関して楽天的であったという一事にすぎないのである。
上述のような経緯を考えるとき、 AndreGideが Dostoievskyの作品を通
して体得した思想は、たんなるナルシス的なものとばかりはいいきれないこと
が明らかとなる。双方とも同じ眼をもって、背後に悪魔の気配を感じながら聖
書を読んだのである。 Gideが福音書や Dostoievskyの作品から抽出した＜個
人＞に関する問題は、共産主義を支持したあの時期をも含めて、彼の生涯を通
じて最も持続したイデーの一つであった。
Leon Pierre-Quintが次のように語るとき、 Gideの思想に対する透徹した
洞察力が感じられる。 C'estla lutte contre l'extraordinaire lenteur de l' 
evolution sociale vers le vもritableindividualisme qui fait peut-iさtrele 
fond et l'unite de toutes les critiques sociales de Gide. <51)彼の社会的関
心が共産主義支持という明確な形をとって現れる以前から、彼は人間の当然の
権利として、社会における＜個人＞であること、および、社会によってく個
人＞性が十分に認められることを主張したのである。したがって彼は、自己の
信念を行動に移すために、とりわけ社会における犠牲的な階級、つまり同性愛
の傾向をもつ人間、犯罪者、女性、アフリカ植民地の原住民などを擁護するこ
(49) Dostoievsky d'apres sa correspondance. OC, V p. 69及び Dostoievsky.
OC, XI p. 304 
(50) Alyochaの場合のように、必ずしもそうである必要はない。
(51) Leon Pierre-Quint : Andre Gide, sa vie et son c:euvre. p. 263 
(146) 
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とに努力を傾けたのである。
2 
慣習的な社会通念からすれば、同性愛を擁護しようとする Gideの態度は、
容易に認められるものではなかった。成功するとしても、よほどの説得力を必
要とした。 社会改革に際しての彼の最初の犠牲的行為は、周知のとおり、
<Corydon~ を通じて同性愛に社会的な正当性を与えることであった。 Cory-
donの口を借りて Gideは Enmedecin, en naturaliste, en moraliste, en 
sociologue, en historien .. pas en specialiste, mais en homme<52>として
発言している。この書物に記された主要な事項は次のようである。つまり病理
学的に無傷の活動的な同性愛の人間は(53)、無差別に性行為を営む動物と同様に
く自然＞である。 Crydonにしたがえば、同性愛は異性愛よりも自然発生的で
素朴である。(54)人間社会においては、同性愛は異性愛よりも道徳的である。（邸）
公然とそれを行うことは、歴史上の最も芸術的な時代、あのギリシャの昔を再
現する。そして、全体的な結論は次の <Journal~ の一節に要約されている感
がある。
Nul peuple n'eut plus le sens et l'intelligence de l'harmonie que le 
peuple grec. Harmonie de l'individu, et des mreurs, et de la cite. Et 
c'est par besoin d'harmonie (intelligence autant qu'instinct) qu'ils 
donnerent droit de citもal'uranisme. C'est ce que j'ai tache de faire 
voir dans Corydon. On comprendra ce livre plus tard, lorsqu'on aura 
compris, d'abord, qu'une grande part du malaise de notre societもet
du reglement de nos mreurs vient de ceci : qu'on en pretend bannir 
I'uranisme, indispensable au temperament d'une societe bien reglもe.(56) 
(52) OC, IX p. 201 
(53) 解説、あるいは定義として ~Journal► p. 671参照
(54) OC, IX p. 280 
(5) ibid. p. 310~311 
(56) Andr(i Gide : Journal. p. 996 
(147) 
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Pierre KlossowskiはGideの社会的態度における同性愛の重要性について、
Sa maniere d'entendre I'Evangile demeure en fonction de la mission 
qu'ii s'attribue a lui-meme de donner une solution morale et sociale 
au probleme de I'homosexualitも(57) と述べている。 <Corydon~ のなか
に提示された結論は、現実性に欠けるように思えるかもしれない。男色が公然
と行われるべきだという主張は、伝説的な過去、あるいは遠くはなれた未来に
対するノスタルジーにすぎないと思えるかもしれない。問題は提示された結論
ではなく、 Marcel Proust の場合とは異って、 ユラニスムのことが公会堂
で論議されるようになったという一点にある。 つまり、 I'amourqui n'ose 
pas dire son nom (58) に関するこの書物は、いままでタブーとされていた話
題を客観的に討議する機会を与えたのである。そのためには非常な努力と決断
が必要であった。 したがって、 Gide自身もこの書を、自分の著作のなかで最
も重要かつくserviceable>なもの、言いかえれば deplus grande utilitも
de plus grand service pour le progres de I'humanitも(59)なものと考えて
いるのである。 <Corydon~ の使命は、性的偏向に寄与することではなくて、
むしろユラニストたちに、日蔭から姿を現して新しい自由を獲得する勇気をも
つように激励することであった。 ~Les Caves du Vatican:>が出版された機
会に、 PaulClaudelが Yousvous p・erdez, vous vous declassez, vous vous 
mettez en marge, parmi ceux qui sont en marge, hors de I'humanitも(60)
と指摘したように、 Gideが自己の男色的傾向を認めたことには、大きな危険
性が含まれていた。男色を正当な形で擁護するために、 Gideはよろこんで文
学上の栄誉を捨て、道徳上の非難を甘受したのである。他人のために自己を犠
牲にすることによって、彼は自分自身の道徳上の信念を貫徹しようとしたので
ある。高度なく個人＞を夢みつつ、自己のなかにキリストを完成しようとして
(57) Pierre Klossowski : En marge de. la correspondance de Claude! et de 
Gide. (Les Temps Modernes. Juin 1950) 
(58) Fran~ois Porche: L'Amour qui n'ose pas dire son nom. 
(59) Andre Gide: Journal & Souvenirs. p. 287 
(60) Claudel-Gide : Correspondance. p. 221 
(148) 
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いたのである。
3 
犯罪者に対する Gideの関心は、第一には純粋に心理的な本性にもとずくも
のであり、第二には因果関係についての強い探索欲から生じるものである。
<{Journal}>の初期の部分には、芸術や人生や一般的な人間の努力などの無償
性 (lagratuitも）に関する覚え書が散在する。そこには、手段のなかに含まれ
る結末の可否を、手段そのものに帰したいという Gideの希望が証明されてい
る。つまり、芸術や人生は他のものに対する手段や媒体ではなくて、それ自体
のなかに正当性と動機性をもっているのである。 l'art pour l'artまたは la
vie pour la vieが Gideの初期の思想のライトモチーフであった。人間の行
動を、それ自体における結末と見なすことから、誠実な行動の自然発生性を強
調することによって、行為者側の動機の欠如を行動そのものに帰するまでには、
一つの段階が存在するのみである。 <,LePromethee mal enchaine► のなか
では、神だけが無償の行為を行い得るとされていた。作者がこのような行為を
遂行する人間の能力を考えるにつれて、新しい思考作用が彼の心のなかに、以
前にまさる複雑性を加えることになった。これらは善悪に関する考察であり、
たとえしばしば理論的にすぎ、実際的ではないとしても、善悪のあいだに介在
する微妙な限界に関する考察であった。 1902 年の ~Journal► にさき立つ
~Feuillets► のなかで、 Gideは特殊な l'ivresse1もgereの状態を記述した。
この状態においては善と悪は紙一重の差にすぎない。 つまり Encetもtatje 
me sentais tout aussi bien capable des plus nobles actions que des pires 
―capable de n'importe quelle action, dont mon esprit, comme 
stupefie, ne pouvait mesurer, ni ne voulait calculer les consもquences.<61l 
である。これにつづく数頁後の部分で、彼は特に犯罪に言及して、われわれの
行為の現実に関する考察を行っている。 Parfois la realite d'un acte ne 
(61) Andre Gide : Journal. p. 101 
(149) 
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nous est sensible qu'en ses consequences. De grands crimes n'ont砥
commis parfois si aisとmentque comme en reve. Apres, on eft voulu 
s'en rもveiller.On eft voulu n'avoir pas ete pris au serieux. <62>また、
1909年の Iln'y a pas de diff缶ence・essentielleentre l'honnete homme・ 
et le gredin. Et que l'honn~te homme puisse devenir un gredin voila 
le terrible et le vrai. (33) という言葉を読んだとき、読者としては <{LesCa-
ves du Vatican}>の Lafcadioのことを考えないわけにはいかないだろう。
そして、もしわれわれが、同じ ~Feuillets► のなかで、 lessouples muscles. 
demon corpsと、 Gideの joiea me traiter tres rudementが暗示されて
いることに注意するならば(64)、最初に引用した二つの文章もまた、 Lafcadio
と直接結びつくものと思われる。 ~Les Caves du Vatican>の人物に関して
はじめて言及されたのは1905年のことであるが(66)、Gideはアフリカ旅行の
あいだに、友人の画家 PaulA. Laurensに向ってこの書物のことを語ってい
る。(66) この事実は、無償の行為や善悪の問題に対する Gideの関心が、はる
か以前から犯罪者に関心を抱くべき動機を彼に与えていたことを示している。
その後彼が Rouenの重罪裁判所の陪審員になったとき、自分のこれまでの仮
設の裏づけとなる具体的な実例に直面したわけである。
彼は1906年以来、有能な陪審員として自分の名前が登録されることを要求し
ていた。(67) っいに 1912年彼は Rouenの法廷においてその地位につくことが
できた。その法廷で彼は、明確な動機を人間の何等かの行為に結びつけること
の困難さと、誠実と犯罪とをへだてている微妙な限界に関する彼の理論を立証
することができた。 前者についての最も適切な事件は、 Bernard某のそれで
あった。この男は数回放火を行った農場労務者で、主席裁判官の質問に対して
(62) Andre Gide : Journal. p. 107 
(63) ibid p. 277 
(64) ibid p. 102及び p.104 
(65) ibid. p. 153 
(6) ibid p. 392 
(67) Souvenirs de la Cour d'assises. OC, VII p. 95 
(150) 
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は、ただ J'avaispas de motifsと反論するだけであった。裁判官側にはこ
の返答は全く理解されなかった。このことは Gideの機敏な心理的観察力を刺
戟した。彼はまず、放火の快感としかるべき性的満足感との奇妙な関連に驚か
ざるを得なかった。このエピソードのなかで Gideが指摘しようとしたのは、
結局のところ、理由如何にかかわらず、法廷の管理者たちは十分な浸透力をも
って検討されるべきあらゆる事件ととり組むが、あまりにもしばしば人間的価
値の具体的な意味を見失うことがあるという点である。
友人の煽動に抗しきれなかった若い靴職人 YvesCordier の運命は特に
Gideの興味をひきつけた。それは犯罪者になった正直者の一例であった。現
実の社会は、この男のような人間を破局に陥し入れて平然としているのである。
裁判官も陪審員も、彼の犯行と、集団で行われた他の犯行との区別がつかなか
った。性格的な弱さのために、 Cordierは永久に無関心な社会によって犯罪者
の核印を押されてしまったのである。 Gideは彼のためにかろうじて減刑の処
置を得たが、彼の人間としての名誉回復はほとんど望み得なかった。(68)
裁判制度自体の機能が誤っていた。陪審員たちはその誠実さにもかかわらず、
客観的な判断力に欠けていた。彼等はしばしば目撃者たちの供述を絶対視しす
ぎる傾向をもっている。目撃者の供述は、一見明確ではあるが、はなはだしく
非現実的な場合がある。また、被告に対する裁判官の先入主的な態度や、被告
自身によって醸成される不利益な印象に左右される陪審員がないとはいいきれ
ない。陪審員たちは世論の圧力に屈することもあった。このようないろいろの
周辺の状況に動かされた質問が、たまたま被告たちに思うところとは逆の返答
をさせたり、予期に反した苛酷な判決を生み出したりするのである。社会を代
表するこれらの陪審員たちは、事件に対する正当な判断を歪曲するために、わ
ざわざ任命されている感じさえもするのである。彼等はこの任務に適格か不適
格かを問わず、全く非論理的な手順によって選出されているので、反面では非
(68) Le juge meme alors reconnaitrait-il sous ce deguisement affreux 
"l'honnete homme"? Bien malin celui qui distinguerait alors le criminel 
du jure ! (Andre Gide : Journal. p. 353) 
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常に適任の人たちがしばしば除外されてしまうことになる。被告席に現れた憐
れな人間は、無感覚で無理解な社会によって、再起不能なまでに圧迫されてい
るかに見える。
犯罪者に対する Gideの絶えざる興味と、 ＜裁判する機械>(machine-a-
rendre-la -justice)に対する関心は、 1930年に出版された <{Nejugez pas)> 
のなかに示されている。 7人を殺害した MarcelRedureauの事件は、極端な
行為の動機をめぐる秘密と、それが提示する裁判上の問題についての今一つの
実例である。医学上の判定によれば、 Marcelは正常な心理状態のもとで犯行
を行ったことになる。つまり、精神病患者扱いをされないとすれば、彼には斜
量の余地が残されていないのである。 Gideはこのような誤謬を、心理学の領
域に今なお残っている多くの空白に帰している。この書物のなかで、彼は主要
な犯罪事件を例示することによって、人間心理の深奥に、一つの光明を投げか
けようとしたのである。 Gideはまた、 Certes, aucun geste humain n'est 
proprement 1mmotive; aucun "acte gratu1t , qu'en apparence. <69> と
述べて、無償の行為という言葉による人為的な解釈や説明に警告を発している。
作品のなかでは、この無償の行為はむしろ反語的に扱われているのであるが、
読者が Gideのイロニーに気づかない場合がある。 かっての3オの幼児が11
オの少女によって殺害された事件も、無償の行為として報じられたが、このこ
とは Gideに、 Unacte gratuit .. Entendons-nous. Je n'y crois pas du 
tout moi-mi!me .. , (70) という言葉をくり返したい気持を起させたのである。
つまり、無償の行為は日常生活のレベルにまで引きおろされたとき、はじめて
真のあるべき姿をもつのであって、小説のなかではもっぱら、人間心理の神秘
性に対する作者の関心が啓示されているのである。
心理的な本性にもとずく Gideの好奇心は、やがて社会的なスケールをもっ
にいたる。裁判制度の誤った機能に対する最初の批判のなかにも、このような
Gideの態度に現われた社会への関心を読みとることができる。 それはいうま
(69) Andre Gide: L'Affaire Redureau suivie de faits divers. p. 8 
(70) ibid. p. 108~109 
(152) 
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でもなく、彼がすでに目撃してきた社会の不平等や矛盾によって裏づけられて
いるのであって、 Gideとしては、例の Bourgogne号の難破事件や、無関心
な社会の犠牲者たる被告たちを無視するわけにはいかなかった。したがって、
Poitierの監禁事件が彼の注意を誘きつけたのもこの理由からである。 家族に
よって自分の部屋に閉じこめられた一婦人の、逃避と不品行の喜びは、奇妙な
人間心理の郡密を示すものであった。さらにまた、ジャーナリストたちの事件
報告のなかで、 C'estun drame effroyable, un drame de prejuges, de 
respectabili tも， devertu exasperee―une vertu basee sur la convention 
hideuse―... (71) と述べられているように、そこにはブルジョア家族が道徳
的あるいは社会的に告発されるべき要素をもっていることが示されている。つ
まりこの事件は、ブルジョアの体面というマントの下にかくされた、悪徳と偽
善の好個な一例である。因習的なブルジョア家庭の、親子のあいだ、あるいは
子供たちのあいだの憎悪や無関心は、犯罪行為の温床だともいえるのである。
Bastian家は Gideの小説中に描かれる多くの家族、とくに CEdipeや Minos
のそれと同様に、その根底において腐敗しきっていたのである。そして、さま
ざまな犯罪事件に対する Gideの関心は、個人的な興味の領域から脱して、彼
にフランス社会の現実に関する反省の場を与え、裁判制度の改善を叫ばせる結
果となったのである。(72)
?
女性に関する Gideの態度には二つの矛盾した面がある。 それはおそらく
Madeleineとの関係における二面性の反映である。 彼女はあらゆるキリスト
教的美徳と、妻たるものの影善力の限界を代表しているかに見える。 Gideが
<Genevieve)>においてフエミニスト論争を展開する以前から、その作品を通
じて女性の二つのタイプが見出される。 それは Antigoneと Arianeである。
(71) Andre Gide : L'Affaire Redureau suivie de fa its divers. p. 14 
(72) Souvenirs de la Cour d'assisesの附録参照。
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~CEdipe~ の Antigoneは、王女としての当然の義務から、病人の看護に専
念した。彼女の唯一の目標は自己完成と他人への奉仕であった。それはまさに
忍従の精神にほかならない。この系列に属する女性は、他の作品のなかにも数
多く描かれている。 たとえば、 <(LesCaves du Vatican~ の Genevieve,
<(Les Faux-Monnayeurs~ の Rachel, <(L'Ecole des Femmes~ の
Evelineなどがそれである。彼女たちはすべて、伝統的なブルジョアの美徳が
生み出す屈辱感を意識しながらも、消極的な態度でそれを受け容れるだけであ
った。そして、他人に奉仕することにおいてのみ、人生の意味を探し索めてい
るのである。 <(Thもsもe~ の Arianeは、彼女の恋人が未知の世界へ突進して
いくときに、その手綱をしっかりと引き締めていた人物である。彼女は男性に
対する一種の引き止め役としての女性の立場を代表している。この種の女性の
方が、さきの Antigoneの場合よりも、作品に登場する機会が多かった。この
事実は、彼特有の流動的な思考作用の、一つの絶えざる傾向を現わしている。
<(Les Cahiers d'Andre Walter~ の Emmanueleは、 Walterの気まぐれ
な言動を阻止する役割を果していた。 <(LeVoyage d'Urien:>における第一
の Ellisは、英雄的な絶対の探究者に対して彼の究極の努力を手間どらせ、彼
を倦怠の沼にとどめておいた。 ~L'lmmoraliste~ の Marceline は、
Michelの Nietzsche的な自己獲得にとって最大の障害であった。聖書劇にお
ける Saul の妻は、 <(CEdipe~ の Jocasteと同様に、牧師の言葉から英雄的
な良人に反対し、制約を加えることの正当性を学びとっていた。 <(LesCaves 
du Vatican~ の VeroniqueArmand-Duboisは、キリスト教的な憐憫の情
から良人の実験を妨害する。そして 1927年に、彼は <(Journal:>のなかで、
女性たちの否定的な行動を非難している。 Quise dirige vers l'inconnu, doit 
consentir a s'a venturer seul. Crもuse,Eurydice, Ariane, toujours une 
femme s'attarde, s'inquiete, craint de lacher prise et de voir se rompre 
le fil qui la rattache a son passe. Elle tire en arriere Thesee, et fait 
se retourner Orphee. Elle a peur. <73)これは明らかに Madeleineの性格の
(73) Andre Gide : Journal. p . 840 
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一面と結びつくものである。
その後、共産主義支持へ傾こうとする時期にあたって、 Gideはさらに別な
タイプの女性を創造した。それは ~Genevieve~ のなかの同名の女主人公で
ある。彼女は他の誰よりも (74) あの ~Les Faux-Monnayeurs~ の好青年
Bernardに類似した青春期の女性である。 Bernardのモットーたる Iest 
hon de suivre sa pente, pourvu que ce soit en montant. <75>という言葉
は、彼女に受け継がれて Pluson se degage de (la morale apprise), plus 
il importe, . . d冷treexigeant envers soi-meme. <76J といい変えられた。
彼等は双方とも、過去のブルジョア的な生活環境から脱皮して、最も完全な
＜個人＞を完成すべき機会を索めているのである。しかしながら、 Bernardの
目標は広くく人間＞に奉仕することにあったのに反して、 uneamelioration 
possible de l'etat socialに関する Genevieveの希望は、女性の権利という
唯一の問題に限られているかに見える。<77>~Geneviとve~ は、書くことが深
，，ヽ具体的な要求に動機づけられることの少い数多くの Gideの作品のなかでは
異質の存在である。(78)それは問題提起のために書かれたのではなく、フエミニ
スムの問題を取扱うという明確な目的をもって著わされたものである。{79)主人
公の Genevieveは、他の作品に登場する女性たちとは全く異っている。彼女
は男性に反対することも、自分自身を犠牲にすることも望まない。彼女は les
vertus qui ne soient pas seulement privatives, de devouement, de 
soumission et de fidelite : de devouement a l'homme, de fidelite a 
l'homme; car il semblait jusqu'a present que toutes les vertus affir-
(74) ~Les Faux-Monnayeurs► の Sarahは Genevieveのおぽろげな前身であ
ろう。好ましいタイプの女性は、男性にしか比較の対象を索め得ないことも、
Gideの奇妙な体質の現れである。 OC,XII p. 415 
(75) ibid. p. 495 
(76) Andre Gide: Genevieve. p. 248 
(77) ibid. p. 220~221 
〈78) Andre Gide : Journal. p. 977 もう一つの例は ~Le Voyage d'Urien► 
であった。 ibid.308 
(79) ibid. p. 972 J'aborderais de front toute la question du feminisme. 
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matives dussent demeurer l'apanage de l'homme .... <so>と呼び得る美徳
を獲得するために、男性のように自己を主張する。 <Genevieve~を書く以前
の Gideは、女性を描く場合に、過去への執着を捨てきれない存在ときめ込ん
でしまうか、あるいは、彼女たちに受動的な服従者の役割をふり当てて、公然
と社会の規範に反対する勇気をもたない消極的な犠牲者に仕立て上げるかのど
ちらかであった。彼女たちはただ自己滅却か、または目立たない犠牲的精神に
よってのみ、逆説的な形で反抗を試みるだけであった。 Gideは娘の Cathe-
rineの成長を見るにつれて、近代社会における女性の権利に関して注意力を集
中した。このような時期に、異質な女性を主人公にした ~Genevieve::> が生
まれたのであるが、それ以後、二度と Gideは女性の権利について重大な関心
を示さなかったことも指摘しなければならない。
s 
Andre Gideが同性愛や犯罪者や女性の問題に関して自己の態度を表明して
いるあいだに、もう一つの別な問題が彼の関心の的になりつつあった。それは
アフリカ植民地の民族に対する同情である。アフリカ大陸ほど、彼の人間形成
にとって重大な意味をもつ土地はなかった。新しい風物や、奇妙な人種や、異
ったモラルが、ヨーロッパの一旅行者に深い探究心をもたらしたことは事実で
あった。それはまた、彼にフランスそのものを新しい角度から展望し直す機会
をも与えたのであった。 アフリカの処女地は、 Gideが身をもって獲得した個
人的あるいは社会的信念が、どこまで真実性をもっているかを確かめるための
貴重な場であった。反抗に沸き立つ若い清教徒が、真の自己を発見したのは、
まさにこの土地においてであった。そして、彼の大多数の作品の根底をなす道
徳上の法典が展開されたのもこの土地であった。 さらにまた、 Gideはこの土
地において貧しい圧迫された民族を知り、彼等を愛し、ついには彼等を擁護す
るために立上ったのであった。共産主義を支持する気持は、このようなアフリ
(80) Andr~Gide : Genevieve. p. 11 
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カ植民地の民族に対する同情心のなかに芽生えたともいえるのである。この同
情心がはじめて具体的に表明されたのは、 いうまでもなく <Le Voyage au 
Congo}>のなかにおいてであるが、それは20年代の半ば以来彼の心の底に流
れていたものでもあった。 1933 年の <{Journal► に Sij'avais tenu jour-
nal, lors de mon premier voyage en Algerie, comme j'ai fait quotidien -
nement au Congo, sans doute eusse-je parle de l'affaire des phos-
phates de Gafsa que je pouvais alors suivre de pres, du retrait pro-
gressif des Peres Blancs apres la mort du Cardinal Lavigerie, et 
surtout de l'arrivee des tonneaux d'absinthe pour la reduction des 
indigenes, et de l'expropriation des Arabes par le proc艇 dela banque 
Cazenave selon une methode monstrueuse que j'aurais sans doute ex-
posee…. (81) と述べられているように、最初のアフリカ旅行のときから、
Gideはその土地で嫌悪すべき不正を目撃していたのである。北アフリカヘの
気まぐれな旅行を詩的に物語る <Amyntas► のなかにも、さりげない形でで
はあるが、これらの不快と憤慢の念がにじみ出ている。(82) 六度目のアフリカ
旅行の目的は、全く自然な気持から出たものであった。 <Le Renoncement 
au voyage► には Lesplus graves questions economiques, ethnologiques, 
geographiques, devaient y~tre soulevees. 1 est certain qu'elles me 
passionnerent (83). と記されてはいるが、最近の<LeVoyage au Congo► の
場合とは対照的に、自ら第一線に立とうとすることなく、これらの問題の実際
的な処理については、有能な社会主義者の手に委ねていたのである。
1925年の夏に Gideがコンゴヘ向けて出発したとき、ある意味では、小説家
としての純粋な活動力は一種の限界点に達していたといえよう。つまり、出発
の5週間まえに、名実ともに彼の代表作たる <LesFaux-Monnayeurs► が
完成されていたことを考えれば、モラリスト作家としての独自な実験は、すで
(81) Andre Gide : Journal. p. 1155 
(82) 例えば有能なアラビヤ人採掘者に関する記事などがそれである。 p.49 
(83) Le Renoncement au voyage. OC, IV p. 241~242 
(157) 
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に集大成の時期にあったと思えるからである。逆説的にいえば、そのことがむ
しろ彼の態度に新生面をもたらすための必然的な糸口ともなったわけである。
彼は自己解放の途上にあって、いまや妻を放棄したのである。 そして Marc
Allegretが彼の関心の的になりはじめていた。この少年は、 CB4>Gideが愛し
た唯一の人物であった。さらに GideはElisabethVan Rysselbergheとのあ
いだに生れた Catherineの父でもあった。次章以下で示されるとおり、彼が
世界大戦に関連するさまざまな出来事や、 Dostoievskyの思想について具体的
な考察を行うにつれて、彼のブルジョア的な信念は根底からゆすぶられたので
ある。 <Numquidet tu?► を書くことによって、改宗への誘惑を克服した後、
空虚な福音思想は周囲に幸福をもたらすという新しい期待を彼に啓示した。出
発前の Gideの心理状態は、 1925 年の <Journal► につづく <Feuillets►
において、 X氏に託して語られた次のような思想のなかにも現れている。
Que des milliers d'~tres aient peine pour lui assurer le bienもtre,voici 
ce qu'ii a besoin d'ignorer pour pouvoir continuer d'~tre heureux. (85) 
重要なのはこの困難な時期に、彼が人間の悲惨と苦悩を知覚したことである。
北アフリカヘの旅行の目的は、さほど明確には述べられていない。果して彼
はある特殊な使命を意識していたのであろうか。それとも、青春時代の計画を
実現しようとするたんなる旅行者であったのだろうか。もしもその土地に、彼
の目撃したさまざまな不正が存在しなかったならば、 Gideの旅行記はエキゾ
チックな風物や郷土音楽に関する註釈で飾られた、その地方の動植物について
の詳細な観察記録に終っていたかもしれない。つまりそれは、 MarcAllegret 
の撮ったドキュメンタリー・フィルムに対する適切な説明書ということになる。
原住民が受けている取り扱い方に憤激する以前には、 Gideは森の奥にかくさ
れた部落の詩情豊かな神秘性を探ることに懸命だったのである。ところが、ひ
とたび植民地民族の想像を絶する苦悩に直面したとき、彼の目標はおのずから
定まったのである。もちろん最初は、彼は問題の複雑さをまえにして、自己の
(84) 拙稿：「AndreGideと彼の少年達」 （関西大学「文学論集」第9巻1号）参照
(85) Andre Gide : Journal. p. 811 
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能力の不足を痛感せざるを得なかった。 Gideは初期における躊躇と、増大し
てくる目的意識について、 Je ne pouvais prevoir que ces questions sociales 
angoissantes, que je ne faisais qu'entrevoir, de nos rapports avec les 
indigもnes,m'occuperaient bientot jusqu'a devenir le principal intもret
de mon voyage, et que je trouverais dans leurもtudema raison d冷tre
dans ce pays. Ce qu'en face d'elles je sentais alors, c'est surtout mon 
incompetence. Mais j'allais m'instruisant. <86) と述べている。原住民に加
えられた数々の圧迫を見るにつけて、 Gideが自らに課した義務は確固たるも
のとなっナ-。 Enacceptant la m1ss10n qui me fut conflee, Je ne savais 
trop tout d'abord a quoi je m'engageais quel pourrait etre mon role, 
et en quoi je serais utile. A present je le sais, et je commence a croi -
re que Je ne serais pas venu en vain. (87) そして ~Voyage au Congo► 
の続篇である ~Le Retour du Tchad► において、彼はこの義務感を理論的
に表明することをもはや躊躇しなかった。(88)
長期にわたるアフリカ旅行のあいだ、彼は多くのヨーロッパ人が無批判に黙
殺し去ったアフリカ人の人間的特質を決して見失うことのない、ユマニストと
しての態度を堅持していた。彼は機会を見つけては現地の子供たちと遊び、彼
等の風習を観察し、彼等の笑いや悩みを感得した。原住民たちの全くの無力に
彼の心は激しく痛んだ。徐々に餓死への途をたどる睾を病む子供たちや、指定
の時間までに品物を届けることができなかったゴム採取者に加えられた苛酷な
刑罰を思い出して、眠られぬ夜をすごすことも稀ではなかった。彼は同情の念
を禁じ得なかった。そして、次のような痛烈な言葉をもって自己の憤激をぶち
まけている。 Dもsormais,une immense plainte m'habite : je sais des 
choses dont je ne puis pas prendre mon parti. Quel demon m'a poussも
en Afrique? Qu'allais-je donc chercher dans ce pays ? J'もtaistran-
(86) Voyage au Congo. (Journal & Souvenirs) p. 695 
(87) ibid p. 744 
(88) Le Retour du Tchad. (Journal & Souvenirs) p. 961 
(159) 
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quille. A prもsentje sais : je dois parler. <89> 
彼は原住民を擁護するために立ち上った。 Gideは自分にとって最も妥当な
方法で、つまり、攻撃的な書物や手紙や論文を発表することによって、社会の
改良のために行動を開始したのである。まず最初に彼は、 Librevilleにおける
飢餓状態と、それを緩和するためにフランスから送られてきた廃品同然の綸詰
に関して言及した。また、 Brazzavilleにおける若い執政官の態度は、明らか
に原住民を虐待するものであった。奥地へ踏み込むにつれて、彼は決定的な事
実を探るために、故意に側道へ反れることもあった。(90) そして、たまたま彼
は、 CompagnieForestiere Sangha-Oubangui (以下略して C.F.S.O.と記す）
に帰属する土地の実情に接し、この会社の犯しているはなはだしい不正事実を
発見したのである。フランス政府と共謀して行われた会社側の非人道的な運営
方法に対する Gideの痛烈な批判は、フランスの植民地政策全般にわたる彼の
発言の中核をなすものである。 Nolaからフランス領赤道アフリカの総督に宛
てた書簡のなかには、この不幸な土地の悲惨な状態が詳細に述べられてい
る。(91) 会社が課した強制労働のために、 33人もの死者が続出した例があった。
C. F. S. 0. によって無能力と断定され、 Bodaの牢獄に監禁された人間は、
おびただしい数に上っている。会社関係の車だけが通る道路を盤備するために、
婦女に対して非人道的な労働が強要された。運搬作業を課せられた人たちは、
自分の田畑を放棄しなければならなかった。その間に男子は遠い森林で会社の
命によってゴムの採集に従事していたのである。これらの無軌道ぶりは原住民
の人口減少と国外脱出を助長し、植民地の貧困を結果するだけであった。
このような C.F. S. 0. に対する Gideの非難は彼をジャーナリスティッ
クな論争の場に引き入れる原因となった。時流を超越した作品の作者としての
(89) Voyage au Congo (Journal & Souvenirs) p. 745 
(90) ibid. p. 733 Ce que nous voulons, c'est precisement quitter Jes routes 
usuelles, c'est voir ce que !'on ne voit pas d'ordinaire, c'est penetrer 
profondement, intimement, dans le pays. 
(91) Le Retour du Tchad. (Journal & Souvenirs) p. 1010~1014 
(160) 
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不安にもかかわらず、 <92> Gideの発言は注目を浴びた。 LeonBlumは社会
主義的傾向の日刊紙 ~Le Populaire► のなかで、 Gideの書物を要約する論
文を発表したが、 そのために、 挑発された C.F. S. 0. の責任者 Weber
は、長文の公開状を書かざるを得なくなった。 ~Le Temps► 紙と ~Le
Journal des De.bats► は論争をはじめた。 この論争は議会にまで波及したが、
予期したとおり、・思わしい結果は得られなかった。(93) しかし Gideは植民地
大臣に事情を訴え、調査委員会が Congo地方へ派遣された。共産主義系の日
刊紙 ~Humanite► は、 Gideが植民地制度そのものに対する攻撃を行ってい
ない点を非難した。(94)
たしかに Gideは植民地において多くの不正事実を目撃したが、植民地主義
の根本原理に対しては必ずしも反対ではなかった。 そのことは Jen'etais 
nullement anti -colonialiste en partant, et ce n'est pas en anti-
colonialiste que je denon~ai les abus dont je fus temoin. <95> という言葉
からも明らかである。彼は植民地を所有するヨーロッパ民族が、未開発民族の
発展について全面的な責任を負うべき立場にあると考えていたからである。し
たがって彼はこの問題についての自己の義務感を表明し、 1ne me suffit pas 
de me dire, comme l'on fait souvent, que les indigenes etaient plus 
malheureux encore avant l'occupation des Fran~ais. Nous avons assume 
des tesponsabilites envers eux auxquelles nous n'avons pas le droit 
de nous soustraire. (96> と述べている。そしてまた、万人の恒久的な利益のた
(92) Voyage au Congo. (Journal & Souvenirs) p. 745 Mais comment se 
faire ecouter? Jusqu'a present, j'ai toujours par le sans aucun souci 
qu'on m'entende, toujours ecrit pour ceux de demain, avec le seul desir 
de durer. J'envie ces journalistes dont la voix porte aussit6t, quitte a 
s'eteindre ensuite. 
(93) Georges I. Brachfeld : Andre Gide and the Communist Temptation. 
p. 81 
(94) Le Retour du Tchadの附録、及び、 ClaudeNaville : Andre Gide et le 
commumsme. p. 36 
(95) Andre Gide et notre temps. p. 86 (Mai. 1. 1935) 
(96) Voyage au Congo. (Journal & Souvenirs) p. 745 
(161) 
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めには、必要に応じてある程度の犠牲は止むを得ないとも言っている。 Aucun
progres, dans certains domaines, ne saurait etre rもalisesans sacrifice 
de vies humaines. Sacrifice impose OU genもralement consenti. Du 
moins s'il profite a la communaute, si, en fin de compte, il y a 
progres, peut-on dire que ce sacrifice etait utile. <97> これはおそらく、
Oubangui-Chari地方に道路網を建設するために徴発された人的資源が、崩壊
した交通機関を整備するのに多大の貢献をなしたことを意味するものであ
る。(98) しかしながら、 Brazzaville・Ocもan鉄道の建設に際していちぢるしい
人命の消粍を見たことは、交通上の悪条件がその最も大きな原因であった。(99)
したがって自発的な応募者を募ることも相当な難事であった。 Gideがアフリ
力から帰国したときは、まだ依然として知的で人間的な植民地主義の支持者で
あって、制度上の問題に関して真刻な疑惑をもちはじめたのはしばらく後のこ
とである。
コンゴ旅行の途上において、彼はいたるところでヨーロッパ人の犯罪的行為
に直面したというわけではなかった。彼は植民地の仕事にたずさわる有能な執
政官に接することもできた。開発会社の支配から解放された地域で、比較的恵
まれた生活を送っている人達をも目撃した。彼はしばしば現住民の主体性の欠
如を嘆いた。(100) また、自分たちの生活改善のために、積極的な要求をしよう
とする気構えに乏しいことも、 Gideにとっては歯痒ゆかった。(101)しかし、彼
等の憐れむべき無気力がどうであろうとも、 Gideは彼等を愛した。 ときには
肉体的な接触をももったようである。(102) さらに彼は、植民地開拓者たちの愛
(97) Le Retour de Tchad (Journal & Souvenirs)の附録として公（こされた La
Detresse de notre Afrique equatoriale参照 p.1030 
(98) Voyage au Congoの附録 p.856~859 
(99) Voyage au Congo. (Journal & Souvenirs) p. 817 
(100) ibid. p. 799及び p.815 
(101) Le Retour du Tchad. (Journal & Souvenirs) p. 963 Ah! que ces 
braves gens sont done peu mu.rs pour les revendications sociales ! 
(102) Carnets d'Egypte (Journal & Souvenirs) のなかで "beauet m~me 
souvent con'{oitable (p. 1049)なネグロのことや、この土地の人びととの une
sorte de contact animal et charnel, chaleureux (p. 1051) (こついて語られ
ている。
(162) 
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情と理解力の欠如にも驚いたが、このことは両者のあいだに反目を生じさせた。
Quels braves gens ! Comme on les conquerrait vite ! Et quel art dia -
bolique, quelle perseverance dans l'incomprehension, quelle politique 
de haine et de mauvais vouloir il a fallu pour obtenir de quoi justifier 
les brutalitもs,les exactions et les sevices. <103) 彼はしばしば素朴な原住
民に異和感を与えるようなヨーロりゞ人の横柄な態度を慨嘆した。 Cet abo-
minable crime, de repousser, d'empecher l'amour. <104> 彼はアフリカ
の一少年 Adoum と顔見知りになって、この少年に読書することを教えた。
そして少年のつつましい本性に触れて、 Gideはいまさらのように、フランス
人や他のヨーロッパの人間たちの無定見を意識するのであった。 Atravers lui, 
je sens toute une humanite souffrante, une pauvre race opprimもe,dont 
nous avons mal su comprendre la beaute, la valeur .... <105) 帰国後
Gideが公にした著書や論文は、 未知の事実に対するヨーロッパ人の自覚をう
ながすこと、あるいは、征服された多くの悲惨な人たちに、生来の威信を回復
させることに、大きな貢献をなすべきものでなければならなかった。
赤道アフリカヘの旅行まで、 AndreGideは社会の悪弊に対する公式の非難
を慎重にさし控えていた。彼が同性愛の正当性を認めるように要求したのも、
また、犯罪者に公正な法的処置を要求したのも、道徳的、心理的な基盤にもと
ずいてであった。そして、フエミニスムの問題は、まだ白熱するまでにはいた
らなかった。彼の作家活動の初期における象徴主義の時代以来、 Gideはでき
るかぎり外的事件にかかわり合うことを避けてきたといえる。 1891年に、友人
の PaulAmbroiseからの手紙がなかったならば、 GideはFourmiesにおけ
るあの悲劇的な事件(1Q6)によって代表される、当時の激発的な政治的、社会的
(103) Voyage au Congo (Journal & Souvenirs) p. 832 
(104) Le Retour de Tchad. (Journal & Souvenirs) p. 943 
(105) ibid. p. 942 
(106) フランスの労働者は、賃金の値上げと 8時間労働制を要求し、 その中の 9人は
フランスの軍隊によって殺害された。 この流血騒動は、もちろんのことながら、
共産主義者たちによって大きく取り上げられた。 Gide-Valery: Correspondance. 
p. 84. を併せて参照のこと。
(163) 
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緊張を、完全に知らないで過してしまったかもしれない。しかしながら、事件
の方で Gideの逃避を許さなかった。市長の椅子が空席であることに不満を抱
いていた Gideの所有地 LaRoque-Baignardの執事が、 ひそかな工作を行
ったので、 Gideは不在投票の結果、 最年少市長の一人に祭り上げられてしま
った。彼はこの栄誉に狂喜した。 そして、 unesale coupとか、 unecatas-
tropheとかといいながらも(107)、 彼は能力のかぎりをつくして職務を全うす
る決意を抱いた。 1931年には、彼は次のような言明を行っている。 Ceuxqui 
me prもtendentinsoucieux de la chose publique imaginent mal, assu -
rement, le zele civique que j'apportai clans l'exercice de mon tres 
absorbant pouvoir. (tosi 
?
ところで、 Gideもまた Dreyfus事件に対して無関心を装うわけにはいかな
かった。当時のフランスを二分するほどの大諭争の渦中にあって、彼は沈黙を
許されなかった。109) 保留なしにとはいいきれないまでも、とにかく Gideは
Dreyfus側の人びとを支持したのである。 彼はその保留を、反修正主義者
の EugeneRouartに宛てた手紙のなかで表明している。 つまり彼は、 des 
syndiques, des anti-ou pseudo-patriotesたちと同列に置かれることを好ま
なかったのである。(10) しかし彼は、処置を誤った国家に対しては反対であっ
た。世論が湧き上った。 したがって彼は、みずから quantitede gens sim -
plement honnetes et de gramde valeur, en dehors de la question 
politique .... rもvoltespar vos fai;:ons, non par votre cause. <11lの一人で
(107) Gide-Valery : Correspondance. p. 264及び Jeunesse.OC, XV p. 72 
(108) Jeunesse. OC, XV p. 74 
(109) Andre Gide : Journal. p. 648~649 1918年には次のように書かれている。
Ce sera comme au moment de l'Affaire Dreyfus; on devra -etre pour 
ou contre, malgre qu'on en ait. 
(110) (111) E. R. (Eugene Rouart)への手紙。 OC, I p. 488さらに次のように
も述べられている。 Jen'aime pas assez Jes hommes (fussent-ils Fran9ais) 
pour trouver hon que, sous pretexte de Jes proteger tous, on en op-
prime injustement un seul. 
(164) 
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あることを主張し、 この立場を行動の基盤としたのである。 3カ月後に、
Francis J ammesに宛てた手紙のなかでも、 Gideはカメレオン的順応さでも
って自己の態度を説明し、 Certains de mes amis sont de la doctrine op-
_posee, et comme ils ne sont・pas b恥tes,et mes amis, je m'effori;:ai assez 
stupidement de les comprendre. <112>と述べている。彼は嘆願書に署名した。
要するに、 Alfred Dreyfusを擁護しようとする Gideの性急な気持は、一
＜個人＞に対する深い正義感にもとずくものである。
Dreyfus事件が惹起した重要な論点は、ユダヤ人問題に関するそれであった。
Gideは非常に早くからユダヤ人のなかに leurslaideursとleursbeaut命(113)
を認めていたので、一応は盲目的な先入主にとらわれることはなかったともい
える。しかしながら、ユダヤ人に対する彼の態度には、平素のあのわだかまり
のない率直さにもとるようなところがないではなかった。＜個人＞の独自性を
十分に認識していたにもかかわらず、 Gideは多くのユダヤ人を評価するに際
して、ある種の固定観念を適用する傾向をもっていた。つまり、彼自身がユダ
ヤ的特徴だと考えているものを判定の規準として、他人を嘲笑したり、また称
讃したりすることがあった。 1921年に Rathenauは、人種的な差異を尺度と
して、人間の特徴を決定づけようとする Gideの誤謬を指摘した。(114) さらに
1948 年の <%';Journal► のなかで、 Gideはユダヤ的な長所と短所についての自
己の確信を表明している。 そして、 たとえば Schiffrinに対する愛情と彼の
友情や、 LもonBlumに対する讃辞を述べるに際して、 J-P.Sartreの <%';Rも
flexions sur la question juive► に負うところが少くなかったことを記して
いる。(115)誠実なユダヤ人との接触において、どの程度の人種的偏見が、 Gide
(112) Jammes-Gide : Correspondance. p. 139 
(113) Andre Gide : Journal. p. 713 
(114) Andre Gide : Journal. p. 713次のような Gideの考え方に対して、 Ra-
thenauは婉曲に反論したのであった。 Certaines de ses theories, et celles 
memes auxquelles je me rattachais le plus volontiers, me paraissaient 
si contraires a !'esprit de la race juive que je ne pus me retenir de 
marquer mon etonnement. 
(115) Andre Gide : Journal & Souvenirs. p. 319~321 
(165) 
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の率直な精神を部分的にくもらせていたかを厳密に判定することは困難である。
しかし、ユダヤ人の問題に関するかぎり、彼の正義感はどことなく曖昧な面を
もたざるを得なかったのではないだろうか。
Dreyfus事件に次いで第一次世界大戦が、 Gideの社会生活にとって重要な
多くの事件をもたらした。 それ以前から、彼の社会に対する認識は、 Charles
Louis Philippeとの親交によってかなり深められていた。 しかし、このつつ
ましい片田舎の靴直しの息子は、下層階級の労働者の一員であり、逆境にある
社会の一代表であるよりも、 一個の人間として、あるいは芸術家として Gide
の関心をひきつけたのである。(116) また、彼が Rauenの重罪裁判所において
陪審員の任にあったことについてはすでに考察したところであるが、その当時
でも、彼の脳裏では、社会問題よりも芸術的欲求の方が大きな比重をもってい
た感が強い。戦争が勃発するやいなや、彼は新しい事態に情熱的な関心を示し
た。このような彼の態度は、たまたま N'もtaitl'opinion, je sens que, sous 
le feu de l'ennemi, encore je jouirais d'une ode d'Horace. <117)といった
警句を発して、激情的な愛国心の持主 Ruyterを誤解させた場合とは、全く対
照的なものである。彼はすでに第一線における軍務には適さない年令であった
ので、 Parisにいて戦争に奉仕しようと考えた。戦争勃発の日、彼は赤十字に
所属し、 8月の半ばには、怠惰なティーン・エイジャーのために仕事を見つけ
ることを委託された。(118) 彼の最も重要な戦争への奉仕は、 FoyerFranco-
Belgeの設立と運営に、責任者の一人として参画したことであった。 それは
1914年10月から 1916年2月までであったが、 この期間を通じて、 彼は連日
戦争犠牲者のあわれな状態を目のあたりに見る機会を得た。 Franc;oisPorchも
は・・・ ・Gideapportait a l'accomplissement de sa tache une dもvotion
et une intelligence qui mettaient son concours hors de pair. Qui ne 
(116) GideとPhilippeの関係については、 GeneJ. Barberet : Andre Gide and 
Charles-Louis Philippe (The French Review. Vol. XXVIII, May 1955. 
p. 477~484)が参考になる。
(117) Andre Gide : Journal. p. 462 
(118) ibid. p. 454 
(166) 
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l'a pas alors entendu questionner les pauvres fugitifs, ne soupconne 
pas jusqu'ou va, chez cet artiste que d'aucuns prennent pour un 
dilettante, la comprもhensiondes humbles, ni de quelles delicatesses 
precautionneuses il peut nuancer sa bontも(119)と述べたが、 これは Gide
の献身的な行為に対する讃辞に満ちた証言である。
ところで、このような戦時体制が生み出す過多の不幸や混乱との対決が、ど
の程度まで社会悪に対する Gideの自覚を助長したのであろうか。自殺を企て
た若い逃韮者の悲劇的な事件を報告したあとで、彼はこう述べている。 Ons' 
aperi;oit, a l'heure du danger, que I'edifice entier, du haut en bas, 
est vermoulu, que la societもtouteen tiere・ ・ ・ 1n'est pas un etage de 
l'もdifice social ou ne se constate la desoumission de chacun. (12o> 戦争
によって暴露された混沌たる社会状態を身近かに感じたGideは、あのロシャ
革命を想起した。 全ロシャ人の皇帝 Nicolas2世の死後、彼は Depuisla 
revolution russe il me parait nettement que cette enorme guerre va 
etre elle-meme avalee par les questions sociales. <121> と論評した。彼は
自己の属するブルジョアジーの基盤に立って、社会主義の危険性に対抗した。
Charles Maurrasと彼の率いる ActionFrani;aiseは Gideの宿敵であるが、
それにもかかわらず、 Gideはこのグループに参加した。(12) それは、社会主
義の大きな流れに対抗する唯一の組織であったからである。 その後彼は、 un 
besoin d'adherer et lutter contre une dissolution という言葉をもって自
己の行動を説明している。(123) ただ、 1911年にもっともらしく書かれた~Jour­
nal► の一節を読むとき、 はたして Gideが以前に王党派の方に共感を寄せ
ていたのかどうかについて、いささかの疑問が残る。(124) いずれにしても、戦
(119) Un amour qui n'ose pas dire son nom. p. 175 
(120) Andre Gide : Journal. p. 519~520 
(121) ibid. p. 626 
(122) ibid. p. 649 1916年11月に参加。
(123) Andre Gide et notre temps p. 27 
(124) Andre Gide : Journal. p. 353 cf. Mais helas ! c'est cette rassurante 
limitation du pouvoir royal qui precisement m'inquiete, ... 
(167) 
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争という激発的な大事件のもとで、 Gideの社会的な態度はひそかに革新の道
をたどっていたのである。戦争はふみにじられた人びとに対する同情と、キリ
ストの愛の福音とを、彼の心に呼び起した。混乱に陥入った Gideは、同一化
することに対する烈しい欲望を抱いた。 それは、 catholiqueとの、あるいは
激烈な chauvinisteたちさえとの同一化であった。ロシャにおける社会動乱と、
フランス自体における不安な実情によって、 Gideの心は大きく動揺したが、
まだ自分の苦悩を積極的に社会的行動のなかに現わすほどの決断力をもっては
いなかった。 MarcAllもgretとの交わりや、完成すべき仕事などの、当面の関
心事があったからである。しかし、戦争が彼の心に何等かの傷痕を残したこと
も否定し得ない事実であった。
?
このような時期にあって、 Dostoievskyに関する Gideの洞察力に富んだ
研究は、ロシャとその社会革命に対する彼の考えを整理し強化するのに絶好の
機会を作った。 1921年11月に JacquesCopeauは、 VieuxColombier座に
おいて Dostoievskyに関する講演をすることを Gideに依頼したのであった。
1922年2月18日から 3月25日まで継続された 6回にわたるこの講演は、
Rene Lalouが Gideの "Iivre -charni ere" と呼んだものの母体をなしてい
る。<125> Gide自身はそれを 'unlivre de confessions, . . . . uneprofession 
de foi"と呼んで、 Dostoievskyを通じて自己のモラルを語ろうとしたのであ
った。(126) ごく初期の時代から、 Gideは人間の魂の暗い領域に対するロシャ
作家の深い洞察力に感嘆していた。(127) 彼は自分が Dostoievskyから非常な
影響を受けていることを認めている。それは、 Gideに影蓉を与えた多くの人
びとのうちで、ただ Gcetheの場合とのみ比肩し得るほどの大きなものであっ
(125) Andre Gide : Dostoievsky (L'Intelligence, Henri Jonquiere et Cie.)に
先立っ Etude.p. VIII参照
(126) Andre Gide: Journal. p. 733及び p.739 
(127) ibid. p. 135 
(168) 
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た。<12BlMadeleineの献身的な愛情を失ったあと、戦争の苦々しい体験が彼の
心を蝕みつづけていたときに、そしてまた、カトリック作家たちが彼の悪名を
高めようと躍起になっていたときに、 GideはDostoievskyの作品を読みかえ
しながら、福音思想の未知な部分に対する啓示を受けたのであった。もちろん、
彼の思想的な転換が具体的な形で現れたのは、赤道アフリカヘの旅行以後のこ
とであった。
本質的に Gideは、迷路のような Dostoievskyの性格や思想のなかに、人
間や社会に対する彼自身のキリスト教徒としての態度の反映を見たのである。
もっとも、その反映はロシャ的性格を帯びて、幾分か膨脹し、誇張されたもの
ではあるが、 Gideは Dostoievskyの作品のなかに、実現可能なエデンと、多
年にわたって培ってきた思想とに対する同様なノスタルジーを発見したのであ
る。つまり、愛他的な自己犠牲によってのみ、極度な＜個人＞を主張し得ると
いうことである。
すでに 1908年に、シベリヤヘ送られた流刑人の書簡を読んだとき、 Gideは
次のようなキリストの言葉を思いうかべていたのである。 Le royaume de 
Dieu sera quand vous irez de nouveau nus et que vous n'en aurez point 
de honte. C129>キリスト教的な純粋無垢の状態は、 <LesNotirritures terres-
tres► ゃ <Numquidet tu?► におけるあの熱狂的な訴えに呼応するもの
であり、それはシペリヤヘ流刑された Raskolnikovの心境ででもあった。 La
vie s'etait substituee chez lui au raisonnement, il n'avait plus que des 
sensations. <130> Gideはこれを頂tatchretien par excellenceと呼んでいる。
<Le Possede► のひとりよがりな主人公 Kirilovは、 Gideのように瞬間的
な永遠の現在を賞揚し、来世的な永遠の生命の存在を否定した。(131) これに関
(128) Charles Du Bosの<LeDialogue avec Andre Gide► に引用されている。
p. 68 ••• plus tard, je ne crois pas qu'aucune influence franyaise ait 
balance pour moi celle de Grethe et de Dostoievsky. 
(129) Dostoievsky d'apres sa correspondance. OC, V p. 51 
(130) Dostoievsky, OC, XI p. 239 
(131) ibid. p. 260 
(169) 
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連して Gideは Quelletranquilite ! lei, vraiment le temps s'arrete, ici 
respire I'eternite. Nous entrons dans le Royaume de Dieu. <132> と述べ
ている。そして、さらに次のように附言している。 Oui, c'est ici le centre 
mysterieux de la pensee de Dostoievsky et aussi de la morale chreti -
enne, le secret divin du bonheur. L'individu triomphe dans le renonce-
ment a I'individualitも<133> Dostoievskyの主人公は、 Gide的な "de-
nuementQを達成したとき、清純なキリスト教徒の状態に入るのである。その
任務は、自己犠牲を通じて他人に奉仕することである。(134) キリストに対抗し
ようとする Nietzsche的な欲望にとりつかれた悪魔性を帯びた主人公でさえ、
他人のために自己犠牲を求めるのである。 Gideが unacte absolument gra -
tuitと考えた Kirilovの自殺行為も、このような性格の一つの現れである。(135)
Gideはこれをキリスト自身の情熱になぞらえている。(136) ロシャ人は救世主
としての使命を附与されているという確信を抱く Dostoievskyは、それだけ
に自己犠牲の必要性を痛感していたのである。(137) つまり、ロシャ人の宿命は、
ヨーロッパを、ひいては全人類を救済することであった。 Jesais bien qu'au 
travers de ces te砥bresou se debat aujourd'hui la Russie. Dostoievsky 
continuerait sans doute d'esperer. Peut-etre aussi penserait-il. .. que 
la Russie se sacrifie a lamaniere de Kiriloff et que ce sacrifice est 
profitable, peut-etre, au salut du reste de I'Europe, du reste de I'hu-
manitも(138) この言葉はまさに Gideの Dostoievsky研究の結論をなすもの
(132) Dostoievsky. OC. IX p. 262 
(133) Loe. cit. cf supra. p. 71 
(134) Dostoievsky. OC, XI p. 265 
(135) ibid. p. 302 
(136) ibid. p. 303 C'est pour vous sauver que je me perds, que je fais le 
sacrifice de ma vie. 
(137) Dostoievsky d'apres sa correspondance. OC, V p. 59及び Dostoiev-
sky. OC, XI p. 192 
(138) Dostoievsky. OC, XI p. 311 
(170) 
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であるが、そこにはすでに、彼の共産主義に対する新しい志向が感じられるの
である。
Andre Gideは Dostoievskyの作中人物のなかに、 はじめて cettesoli -
darite, cette fraternite pour tous et pour chacun, qui, a travers toutes 
les classes de la societe russe, abouttssent a l'evanouissement des 
barrieres sociales. <139) を発見したが、この惑覚はロシャにおいて立証され、
次いで数年後には徹回されねばならなかった。<140> Rene Gillouinが unefoi 
ingenue dans ra vocation messianique du proletariatこそマルクス主義者
のもつ神秘性の主要素だと述べたとき、(141) 彼はDostoievskyとGideと共産
主義者の共通の信念を、単一の公式のなかに結合したのである。 AndreGide 
は Dostoievskyの人物たちを通じて新しい境地を啓示され、共産主義と手を
握り、胸を躍らせながらロシャヘ赴いたのである。
?
以上においてわれわれは、共産主義陣営に参加するまでの、 Gideの社会的
あるいは政治的行動の様相を一瞥したのである。 Gideは名状しがたい心の悩
みを抑えきれず、社会における＜個人＞の役割に関するキリスト教徒的な観念
にしたがって、いくつかの社会問題を提出したのである。深刻な社会問題が、
これまで政治斗争のすさまじい荒波にもまれることのなかった芸術家の特権的
な座を、襲わずにはおかない時期が訪れていたのである。これらの問題が芸術
の領域にもたらす危険性を十分に知覚していたので、 Gideは代表作のく
Les Faux-Monnayeurs► を完成するまで、 つとめて無関心な態度を装って
きたのであったが、 20年代の社会情勢はついに彼に沈黙をゆるさなかったので
ある。
(139) Dostoievsky. OC, XI p. 187 
(140) Andre Gide : Journal & Souvenirs. p. 265 
(141) Andre Gide et notre temps. p. 68 
(171) 
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1894年以前には、 Gideは Nepas faire de politique. <142>であることを制
作上のモットーとしていた。ところがそのすぐ後に、 ~Chronique de I'Er-
mitage► のなかで、 彼は Menalque に関して次のように述べている。 Et 
comme je m'もtonnaisde l'entendre parler politique, il (=Mもnalque)
ajouta : "le temps vient ou honte a celui qui ne parlera pas de cela. <143)ヽ
政治に対するこの二面性は、彼の芸術家としての生涯を通じて消えることのな
かった態度である。彼が LaRoqueの市長に選ばれたとき、 EugeneRouart 
は彼に向って Lesavantages que m'apportait cetteもlection.De la mai -
rie au conseil general, il n'y avait qu'un pas; qu'un autre a la 
deputation. <144> と語っている。たどるべき道はおのずから明確である。~Jeu­
nesse► のなかでこの事件に触れたとき、共産主義の支持者としての Gideは、
Ma soudaine tristesse, la nature entiere devant moi se dもsenchantait.<145> 
といった気持を抱いたことを認めているが、それにもかかわらず、その一年後
に彼は同じ友人への手紙のなかで次のように述べている。 Vouloir servir l' 
Etat : sentir sa force et ne comprendre point quel service on peut lui 
rendre. 1 semble qu'il n'ait pas besoin de nous. 1 devrait avoir besoin 
de nous. <146> Gideの書物が提起する問題は、ときにはもっともらしい社会的
あるいは政治的な註釈を含んではいるものの、つねにモラルの観点から出発し
たものだといえるであろう。 ~Paludes► において作家が Onne se rもvolte
pas と嘆くとき、(147) それは第一義的にはもっぱら人間の内面生活の問題
(142) Andre Gide : Journal & Souvenirs. p. 49 
(143) L'Ermitage. VII p. 56 Martin Chauffierによって引用されている。 (OC, 
I p. X.) 
(144) (145) oc, xv p. 73 
(146) E. R. (Eugene Rouart)への手紙。 1897年11月。 OC,I p. 484 
(147) OC, I p.419さらに次のように附言している。 Ce n'est pas des reparti-
tions que je me plains : c'est de nous, c'est des mceurs. また ~Journal►
には Entransferant !'inquietude de ce livre du plan moral dans le plan 
social, je crois que je n'aurais fait que le retrecir. と述べられている。
(p. 1224) 
(172) 
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としてであった。 <Philoctete►は、 Dreyfus事件か、あるいは OscarWilde 
の悲劇的な運命(148)かのどちらに刺戟されようとも、本質的にはやはり個人的
なモラルの観点から出発したというべきである。また<LeRoi Candaule► に
含まれる政治性にしても、この作品と平行する時期に Gide自身が行った註釈
によって、その要素は弱められている。つまり、註釈のなかで作者は"mob"Ct49)
を嫌悪し、芸術家に対して少数の洗練された選良のためにだけ創作するのが望
ましいことを指示しているからである。(150) それでも 1905年1月には彼は
架空会見記者に向って次のように述べている。 La politique .... Elle nous 
guette de toutes parts et nous presse. Deja sans le vouloir et sans le 
savoir on en fait. (151> そして、 やはり反面においては、 1902年の <L'
Immoraliste► から 1919年の <LaSymphonie pastorale► までの、 過去
に対する最後の負債として Gideが出版した書物は、(152) 政治的な意図とは無
縁な領域にとどまっていたといえる。もちろんこれらの書物が暗示するモラル
の命題が、場合によっては社会的あるいは政治的態度を表明していることがあ
るかもしれないが、さきにも述べたとおり、それは少くとも第一義的な意味を
もつものではない。(153)
Gideの政治思想のう．えに及ぼした第一次世界大戦の反蓉は、 1921年1月6
日の <Journal► に示されている。 Je lis les articles de Wells sur le bol -
chevisme (parus dans le Progres civique) avec l'interet le plus vif, et 
cette sorte d'embrasement de l'esprit qu'on eprouve lorsqu'on recon-
(148) Yvette Louria: Le Contenu latent du Philoctete gidien. (French Review, 
XXV p. 348~354) 
(149) Lettres a Angele. OC, II p. 195-203 
(150) L'importance du public. OC, IV p. 194 
(151) Chroniques de l'Ermitage. OC, IV p. 382 
(152) Billets a Angele. OC, XI p. 54 
(153) Dada ゃ Surrealisme の提唱者の多くは共産主義に加担し、 ~LesCaves du 
Vatican► の作者を賞揚した。しかし Gideは彼等に讃辞を送ったあと、同調す
ることはなかった。 (AndreGide: Journal. p. 17~18; p. 1070~1071 及び
OC, X p. 15~21) 
(173) 
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nait en autrui sa propre pensee encore incertaine, degagee, affermie 
et comme assagie. C154> H. G. Wellsは1920年の秋にロシャを訪れた。そ
して帰国後、 <LaRussie telle que je viens de la voir► と題する論文を、
1920年 10月30日の <LeProgres Civiques► に発表した。 1920年には、新
生のソビエト共和国は、外国の軍事干渉だけでなく、内部紛争によっても非常
に悩まされていた。また、この新体制の国家をまえにして、世界の大勢は革命
思想に対して恐怖を抱いていたことも事実であった。西欧諸国が最後の望みを
かけていた BaronPeter W range! の白軍は、 1920年11月に赤軍によって
打破された。 Wellsvまたんなるオブザーバーではなかった。彼は次のように書
いている。 L'impression dominante qu'on eprouve aujourd'hui en 
Russie est la sensation qu'on est en face d'un vaste et irreparable 
effondremeut. <15> しかし彼は、西欧諸国がこの新しい国家を文明化するた
めに、ロシャ人はもとより、 Bolchevisteたちさえもの救済に乗り出すべきこ
とを示唆しようとした。 Gideが心から同意したのもおそらくこの点である。
1921年4月に、 Quandj'abandonne a leur penchant naturel mes pensees, 
elles vont vers la gauche extr~me, et je ne les ramene a droite que 
par l'effort de ma raison. Et je ne parviens pas a me persuader que la 
direction naturelle de la pensee ne soit pas la direction la meilleure. <1s6> 
と述べたとき、 Gideは自己の政治思想の方向転換に別な手がかりを与えたの
である。また同年の 12月26日に、 Dostoievskyに関する研究を準備していた
ときに、 L'effortvers un nouvel etat de choses parait toujours d'abord 
anarchie aux yeux du conservateur. Quoi de plus revolutionnaire que 
I'Evangile ? <157) とも言っている。この言葉は <Dostoievsky► のなかの、
(154) Andre Gide・= Journal. p. 689 Le Progres Civiquesは自由な週刊出版物
であって、 Gideの叔父の Charlesがしばしば寄稿していた。
(155) この間の事情を知るには、 GeorgesI. Brachfeld : Andre Gide and the 
Communist Temptation (p. 89~90)が参考になる。
(156) Billets a Angele. OC, XI p. 51 
(157) Andre Gide: Journal. p. 710 
(174) 
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Non, ce n'est pas a l'anarchie que nous mene Dostoievsky : mais 
simplement a l'Evangile. <158) という言明に呼応するものである。 1922年
10月27日、小説の構成に没頭していた時期に、彼は抑制された政治的関心の強
烈さに対する今一つのはけ口を発見していた。 Ilne se passe guere de jour 
que je ne remette tout en question. <159>という告白が行をあらためて記されて
いるのを見ても、このことは明らかであろう。そして、 Congo旅行から帰って、
彼がはじめて <Journal►のなかに烈しい言葉を使ったのは、 1928年1月5日
のことであった。 Enface de certains riches, comment ne pas se sentir 
une ame de communiste ? <160l 
Andre Gideが共産主義を支持したのは、人間のみじめさに対する悲壮な知
覚と、国家と教会の双方が、そのみじめさを緩和することに失敗したという確
信の結果であった。西ヨーロッパの社会において、世俗的な福音書の愛情にか
ぶれた人びとを見るにつけ、彼はますます焦燥の念に駆られるのであった。そ
して彼は、未知の土地では自己の個人的な倫理規範が育成されつつあるという
幻覚を抱いて、東方のユートピアに眼を向けるのである。ソビエトを目撃した
Gideが、 はたしてどのような倫理体系を作り出すかについては、本稿の続篇
として、あらためて論ずべき問題である。
(158) OC, XI p. 264 
(159) Andrie Gide : Journal. p. 744 
(160) ibid. p. 870 
(175) 
